
〔支店版〕　コスト改善チェックリスト （本社情報抜粋）
　　　　　　　　　　プロジェクト名：

                                                     検討：１９９８年   月   日

0 計画 建物形状 平面形状は矩形に近いシンプルな形状ほどコストは安い

配置 外周施工導線の確保

山止め計画との調整

レベル ＧＬ設定を極力高くする。

構工法 ＲＣ、ＳＲＣ、ＳＣ、Ｓ、ＲＣＰＣ、ＲＣＳＳ、各種構工法の検討

1 仮設工事 足場 無足場工法の検討 大空間施設

移動足場及び高所作業車利用による足場数量の低減 工場、生産施設

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ外部足場を、無足場又はフライング足場により簡略化する ﾏﾝｼｮﾝ

外部鉄骨階段の先行塗装による外周足場の中止

鉄骨先行塗装により足場の低減 工場、生産施設

山止め 山止め壁の検討     親杭幕板、ｼｰﾄﾊﾟｲﾙ、ＳＭＷ、連壁

支保工の検討        切り張り、アースアンカー 

建物周囲をｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄして切梁を一段減らす又は自立とする。

マットスラブの採用により根切り底を浅くする。

乗入構台 乗り入れ構台を置構台で計画・施工する

大型重機により構台面積を小さくする。

新地下工法により乗り入れ構台を取り止める。 市街地建築

排水

2 土工事 山止め合理化 必要なピットは建物中央に集めｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄで根切りを行う

根切土量の減 １ＦＬを上げることにより根切り量を減らす

掘削土場外処分を、場内仮置きの上埋め戻し再利用する

地下外周余掘り取り止め、外周壁片型枠とする。

基礎ピット取り止め又は縮小埋め戻し

砕石減 栗石敷きを砂利敷きに変更する、厚みの検討

砂利地業工事に、再生砕石を使用する

杭基礎の場合の基礎・梁下砕石中止

ｽﾗﾌﾞ形式の場合の土間下砕石の中止

工法 山留掘削工法を潜函工法に変更

3 杭工事 仕様検討 ＰＣ群杭を現場打杭単杭とする。

ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ杭を摩擦杭に変更する

直杭を拡底杭に変えて軸径を細くする

杭のコンクリート強度をFc３６Ｎにあげて、杭径を細くする

場所打杭のﾍﾞﾉﾄ工法を、ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ工法に変更する

杭のコンクリートを高炉Ｂ種に変更する（５６日管理）

既製杭を、拡底根固め工法とする

ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ工法の採用による、ＰＣ杭頭鉄筋の改善  

施工法 既製杭ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ併用を、直打打撃工法に変更する

一定の深さまで先行堀りして杭長・空堀施工費を削減する

レベル合せ打設でＰＣ杭頭処理を省略する

ｻﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟによる杭頭ｽﾗｲﾑの吸引等、杭頭処理の省略化

項　　　　　　　　　　目工事分類
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項　　　　　　　　　　目工事分類

地盤改良 地盤改良により杭を中止する

地盤改良　ｺﾗﾑ杭工法をｴﾙﾏｯﾄ工法に変更

4 生コンクリート 仕様検討 初期強度を特別必要としない部位の高炉コンクリートの採用 杭、基礎

ファイバーコンクリートの検討 土間

基礎コンクリートの温度補正取り止め

5 型枠工事 仕様検討 基礎型枠にﾒｯｼｭ型枠使用

ﾋﾟｯﾄスラブ型枠にﾃﾞｯｷ型枠又はハーフＰＣ使用

ｽﾗﾌﾞ型枠をﾌﾗｯﾄﾃﾞｯｷﾀｲﾌﾟに　　（小梁がある場合）

床版に合成ﾃﾞｯｷ床版を採用する

工法改善 ｼｰﾄﾊﾟｲﾙ部分の捨て型枠を、ラス型枠で施工する

曲面型枠を、直線の組合わせとする

型枠早期解体計算により、支保工を直上階に転用する

内部壁型枠は、ﾊﾟﾈﾙ化と転用計画によりコストを下げる

土間ｺﾝ打ち継ぎ目地普通型枠をアングル型枠に変更

木ｺﾝの替わりにﾚｼﾞｺﾝ使用

6 鉄筋工事 運搬費削減 底盤・ｽﾗﾌﾞ等、直物の鉄筋は現場直納に依る施工を行う

現場加工

基礎フーチン 袴筋低減

土間配筋に一方向ﾒｯｼｭ鉄筋を使用

ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋を閉鎖型ﾌｰﾌﾟ筋にする

7 鉄骨工事 計画 鉄骨柱の基礎中へ落とし込み工法

鉄骨接合部ﾎﾞﾙﾄ接合を、溶接接合とする（ノンブラケット工法）

ＦＲ鋼使用による耐火被覆の取りやめ） 駐車場

部位別分離発注 大規模施設

材料 鉄骨材はできるだけﾛｰﾙＨ材を使用する

加工 梁材の端部と中央部の断面・材質を同一にするか、分けるか検討す大スパン施設

柱の絞り、梁のハンチ等は材料、加工費で検討する。

ｳｪﾌﾞPLの交差部分は、ｽｶﾗｯﾌﾟなしにする

錆止め塗装 耐火被覆吹き付け部の錆止め塗装の省略

組み立て 鉄骨小梁とﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄの先組工法

大スパン鉄骨建て方に移動ステージを採用

鉄骨建て方に、ﾏｲﾃｨｰｼｬｯｸﾙを使用する

サの字鉄骨建方による仮設費の削減

関連 鉄骨の先行塗装

合成床版ｽﾀｯﾄﾞ工法を、焼栓溶接工法とする

内部鉄骨階段ﾓﾙﾀﾙ仕上げを、鉄骨直仕上げにする（横森式鉄骨階段）
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項　　　　　　　　　　目工事分類

鉄骨本締用専用足場（ﾄﾍﾟｯｸ等）を、ｸﾛｽﾊﾝｶﾞｰ等にて代用する

8 耐火被覆 耐火被覆湿式を半湿式に変更（及びｽﾗﾘｰ掛検討）

セラミック耐火被覆は、ロックウール吹付けに変更

柱耐火被覆ﾗｽﾓﾙﾀﾙ塗り→ｷｬｽﾗｲﾄ張りに変更

最上階の耐火被覆の見直し（４Ｍ以上不要）

9 ＰＣ工事 スケジューリングによる型枠数の低減

現場製作による運搬費低減

10 組積工事 仕様変更 押出成型板を、ＡＬＣに変更する

施工法 外壁ＡＬＣ板、押出成型版取り付け用下地ｱﾝｸﾞﾙを省略し間柱に

直接取り付け

搬入方法の改善

11 防水工事 仕様変更 屋根及び下階の使用状況によって防水仕様を検討する。

13 石工事 仕様変更 框石、約物等無垢石加工は、平石接着とする

床石張りのt30をt20で施工する

14 タイル工事 仕様変更 仕様変更、施工範囲の縮小

15 木工事 仕様変更 材木仕様の変更、集製材、塩ビｼｰﾄ貼製品の使用

16 屋根工事 仕様変更 金属板屋根の材質・厚みを見直す

軒樋金属製は、塩ビ製既製品に変更する

下地スカイモルタル取り止めコンクリート金こて

防水立上がり湿式押えは、乾式に変更する

防水外断熱を、内断熱（打込、吹付け等）に変更する

屋上防水押さえ工法を露出工法に変更

屋上駐車場ｱｽ防+押さえｺﾝをｺﾞﾑｱｽ防水+ｱｽｺﾝ舗装とする

屋上庭園客土に人工土壌を採用する（Ｄ．Ｌ．の軽減も有り）

屋上庭園客土部分の断熱工事を省略する

工法 ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ先付け工法による仮設工事費の削減

関連 最上階の耐火被覆の見直し

17 金属工事 仕様変更 段階的に仕様ダウンする

軒天ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ貼りを、ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼りに変更する

軒天ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙを、ﾋﾞﾆﾄｯﾌﾟｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙに変更する

軒天ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙを、岩綿吸音板（外部用）に変更する

軒天ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙを、ｹｲｶﾙ板塗装（吹付け）に変更する

ステンレス製手摺等は、アルミ製に変更する

アルミ製手摺等は、スチール製に変更する

ｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙﾒｯｷ品は、ｱﾙﾐ焼付けに変更する
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項　　　　　　　　　　目工事分類

階段等手摺を、ﾒｰｶｰ既製品より選ぶ

吹き抜け部分の手摺り強化ガラス+SUS手摺りをｽﾁｰﾙに変更

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙﾌﾞﾛﾝｽﾞは、ｽﾃﾝﾚｽに変更する

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞSUSは、ﾒｯｷ品又は鋳鉄に変更する

サッシタイプ（形式）を見直す

18 左官工事 仕様変更 外装吹き付け材仕様の見直し

打放し面フッ素樹脂塗装はｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝに変更する

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床のｺﾝｸﾘｰﾄﾓﾉﾘｼｯｸ化

廊下・ﾊﾞﾙｺﾆｰのﾓﾙﾀﾙ出巾木の中止

外部階段排水溝を見直し、最小限度にする

床モルタル塗りは、コンクリート直押えとする

床コンクリート直押え時、左官ロボット使用検討

19 木製建具工事 仕様変更 病院関係のカームドアは、自動閉鎖を中止する

木建・枠材の使用材・表面材の検討

ｸﾛｰｾﾞｯﾄの扉を枠なしとする

襖はﾀﾞﾝﾌﾞｽﾏとし、縁の材質も確認する

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ他木建のﾒﾗﾐﾝ化粧板を、ﾎﾟﾘ合板に変更

障子、檜製をスプルースに変更する

20 金属製建具工事仕様変更 サッシタイプ（形式）を見直す

ｱﾙﾐｻｯｼの適正ｽﾍﾟｯｸの確認（強度、気密、水密）

ｱﾙﾐｻｯｼの着色方法の再検討

鋼製建具の仕様変更（金物）

鋼製建具の仕様変更（ＡＴ）

鋼製建具の仕様変更（防火戸を3m2以下にする）

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ　ﾊﾞｯｸﾏﾘｵﾝ型は、通常のﾉｯｸﾀﾞｳﾝ方式に変更する

自動ドアのマットＳＷは、無目付センサーに変更する

防火区画ｼｬｯﾀｰ電動を手動とする

防火防煙ｼｬｯﾀｰＳＯＰ取りやめ

重量電動ｼｬｯﾀｰを、軽量電動ｼｬｯﾀｰ２枚で検討（法規確認）

軽量電動ｼｬｯﾀｰは、電動を中止し手動とする

ｽﾃﾝﾚｽ建具の表面仕上げの選択

既製品ＬＳＤ・ＳＤは枠・扉とも既製品ﾒｰｶｰと直接取極

ＳＤ焼付け塗装は、現場塗装に変更する

ELV機械室の採光窓・吸気ｶﾞﾗﾘを額入ｶﾞﾗﾘ付SDとする

取り付け工法 ＳＤ、ＳＴＤ、ＷＤの靴摺の簡略化または省略

ﾓﾉﾘｼｯｸ時のＳＤ枠取付けはﾉﾝはつり工法とする

21 ガラス工事 仕様変更 ガラス押さえをｼｰﾙからﾋﾞｰﾄﾞに変更

ガラス厚がｵｰﾊﾞｰｽﾍﾟｯｸとならないように選択する

熱線反射ガラスを熱線吸収ガラスに変更する

22 左官工事 仕様変更 外装吹き付け材仕様の見直し

打放し面フッ素樹脂塗装はｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝに変更する

ﾊﾞﾙｺﾆｰ床のｺﾝｸﾘｰﾄﾓﾉﾘｼｯｸ化

廊下・ﾊﾞﾙｺﾆｰのﾓﾙﾀﾙ出巾木の中止
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項　　　　　　　　　　目工事分類

外部階段排水溝を見直し、最小限度にする

床モルタル塗りは、コンクリート直押えとする

床コンクリート直押え時、左官ロボット使用検討

23 塗装工事 仕様変更 鉄骨先行塗装

24 雑工事

        床仕上げ 床ＯＡﾌﾛｱｰは性能・材質・高さを確認して選択する

設備配管ルートを見直し、床組・２重天井を止める

床ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙを、長尺ｼｰﾄに変更する

床ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙを、ﾉﾝｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙに変更する

住宅等の床長尺ｼｰﾄは、ＣＦシートに変更する

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ９００角は、４５０角に変更する

床フローリングＬ４５を、Ｌ５０に変更する（公庫不可）

床フローリングは、仕様によってＮＥＴ、仕切が違う

機械室等合成樹脂系塗床は、アクリル系防塵塗装に変更する

便所床防水使用を長尺溶接工法に変更

便所防水立ち上がりｺﾝｸﾘｰﾄの取りやめ

ＯＡﾌﾛｱｰ＋ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄに海外購買を検討する

２重床ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押さえを均しに変更

ｽｰﾊﾟｰ売場床仕上ﾃﾗﾀｲﾙをﾎﾓｼﾞﾆｱｽ系ﾀｲﾙに変更

厨房床ｱｽ防水ﾀｲﾙ貼りを、防水中止しｳﾚﾀﾝ系塗床に変更

厨房床用長尺ｼｰﾄ貼りを、ｳﾚﾀﾝ系塗床に変更

床仕上浸透性ｺﾝｸﾘｰﾄ強化剤をﾌｪﾛｺﾝ（真空ｺﾝ併用）に変更

厨房等床排水ﾋﾟｯﾄ位置を早期決定、後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ中止

床排水ピット場所打を、ＰＣ溝に変更

床の洗い出しを平板ﾌﾞﾛｯｸに

和室における畳敷き下地材の変更（ﾈﾀﾞﾌｫｰﾑ→直置き）

床ﾌﾘｰﾌﾛｱｰの範囲を見直し、ﾈﾀﾞﾌｫｰﾑとする

床ﾌﾘｰﾌﾛｱｰの必要性を再検討し、仕上げ材直貼りに変更する

木製床組の場合、ﾈﾀﾞﾌｫｰﾑ・ﾌﾘｰﾌﾛｱｰ等で検討する

木製巾木塗装仕上げを、塩ビｼｰﾄ貼り既製品に変更する

木製巾木を、半硬質塩ﾋﾞ巾木（木目調）に変更する

        壁仕上げ 10F以下の階では内装制限に照らし不燃ﾎﾞｰﾄﾞを準不燃に変更

間仕切りﾎﾞｰﾄﾞのt12.5をt9.5に変更する

マンション間仕切りＬＧＳを木間仕切りに変更

壁クロス下地ＡＥＰ塗りを、クロス張りのみに変更

壁モルタル塗りを、ＰＢＧＬ工法に変更する

ＲＣ壁下地ＧＬﾎﾞｰﾄﾞを、乾式遮音間仕切りに変更する

ＣＢ壁下地ＧＬﾎﾞｰﾄﾞを、乾式遮音間仕切りに変更する

ＲＣ壁の時、ＧＬﾎﾞｰﾄﾞを薄塗ﾓﾙﾀﾙとする

ＲＣ壁の時、ＧＬﾎﾞｰﾄﾞを打放し補修とする

壁ｺﾝｸﾘｰﾄ薄塗ﾓﾙﾀﾙを打放し補修とする

在来乾式遮音（耐火）壁を、規格品乾式壁に変更する

ﾏﾝｼｮﾝ間仕切りのLGSを、木軸に変更する

壁タイル張り湿式工法を、乾式工法に変更する

便所等壁化粧ｹｲｶﾙ板張りを、耐水ＰＢ下地吹付け

ボード工事在来工法を、プレカット工法で施工する

壁・天井のｹｲｶﾙ板は、（耐水）ＰＢ貼りに変更する
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ビニールクロスＡＡ級は、Ａ級に変更する

耐火間仕切りをＡＬＣに変更

地下２重壁ＣＢ積を、乾式工法（ﾗﾑﾀﾞ、ｹｲｶﾙ等）に変更

ｼｮｰｹｰｽ裏側となる部分の仕上げ省略

倉庫・ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞはﾎﾞｰﾄﾞ仕上げなしとする

押入の壁に化粧ＰＢを使用

     天井仕上げ 天井化粧ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ910ﾛを1000ﾛにすることでﾛｽを無くす

ｼｽﾃﾑ天井（ﾗｲﾝﾀｲﾌﾟ）のﾊﾟﾈﾙ・バー材の仕様見直し

重要でない部屋の岩吸天井は、ジプトーンに変更

天井在来工法を、ｼｽﾃﾑ天井に変更する

天井岩綿吸音板の指定色塗装は標準色のままとする

ﾘﾌﾞ付岩綿吸音板の使用範囲を見直し、ﾘﾌﾞ付を減らす

岩綿吸音板ﾐﾈﾗｰﾄﾝを、ｿｰﾗｰﾄﾝ・ﾀﾞｲﾛｰﾄﾝに替える

和室の天井に和室用プリント合板を使用

居室内２重天井を直天井とする

一般天井のｱﾙﾐ廻り縁を、ﾃﾞｺ見切り・塩ﾋﾞ等に変更する

一般天井の廻り縁を、天井底目地にしてなくする

洋室の天井廻り縁中止

         外    装 靴拭きマットSUSを、ＡＢＣﾉｰﾏｯﾄﾞｴｸｽﾄﾗに変更する

内部縦樋　白管φ100を、ＶＰ＋保温に変更（貫通部仕様確認のこと）

防煙垂・ｶﾞﾗｽをﾌﾚｷﾎﾞｰﾄﾞとする

25 外構工事

ｱﾙﾐﾌｪﾝｽH1200をｽﾁｰﾙﾒｯｼｭﾌｪﾝｽにする

外部の花壇ｺﾝｸﾘｰﾄ、既製品のＰＣ縁石とする

ＲＣ擁壁を既製品ＰＣに変更

自転車置き場を背中合わせﾀｲﾌﾟから一方向ﾀｲﾌﾟに変更

自転車置場は、各種グレードが有るので検討する

駐車場の車止めを中止

車止ブロックを片側のみ（1台に１個）とする

砕石敷き駐車場一般砕石をｱｽﾌｧﾙﾄ再生材に変更

舗石ブロックは、インターロッキングに変更する

外構ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞをｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装に変更

栗石舗装（コンクリート共）は、住ゴム産業インクリート等に変更

門扉SUS製は、アルミ製とする

門扉引戸は、アコーディオン式とする

保護ポールの頭部形状変更でｺｽﾄﾀﾞｳﾝ

現場打桝は、既製品を使用する

目地ﾀｲﾌﾟ天井点検口を額縁ﾀｲﾌﾟにする

木製額縁塗装仕上げは、塩ビ既製品を使用する

枠・額縁・C-Boxの樹脂既製品の利用

カウンター他石製を、ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑに変更する

照明Ｂｏｘ等木製加工品は、ｽﾁｰﾙ曲げ加工に変更する

ＷＣ仕上げが湿式なら乾式工法（ｲﾅﾊﾞ・ｽﾋﾟｰｸﾚｯﾄ等）に変更

客用便所、洗面化粧台の下部戸棚を中止

ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ・洗面台・ＵＢ等のグレードを下げる

木建・家具等のﾒﾗﾐﾝ化粧板を、塩ビシート貼既製品に変更

便所等ライニングの必要性の再検討

階段ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟSUS硬質ｺﾞﾑ入りを、硬質ｱﾙﾐﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾔに変更

通路・ｽﾄｯｸﾙｰﾑのｽﾄﾚｯﾁｶﾞｰﾄﾞの範囲縮小

ｽﾁｰﾙ焼付ｶｰﾃﾝＢｏｘを、ｱﾙﾐ既製品・塩ビ既製品等に変更する
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機械室等の壁天井ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾏｯﾄは、遮音の必要性を再検討する

26 設備工事 共通

建設省仕様を建設省外仕様とする。

特注品を標準品とする。

メーカー指定をなくする。

現場打ちハンドホールを既成品とする。

電気

衛生

空調

ＥＬＢ

性能（速度・積載荷重・制御方式・仕上仕様等）の見直し

H=20m以下ならﾛｰﾌﾟ式を油圧式に変更する

ELV電気配管・ﾏｼﾝﾋﾞｰﾑをｽﾗﾌﾞ打込にし増しｺﾝなしとする

カゴ内の床張り・ｻｲﾝ・ﾄﾞｱのｶﾞﾗｽ等を建築工事とする

早期に完成させ、仮設使用して仮設揚重機を早期解体する
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